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未明にまったく予期せぬ地震に見舞われた住民は，家族を助け近隣者を救助

しながら避難していった．そのうち学校避難所への避難割合は56％（学校関係

施設では計69％〔神戸市教育委員会 1996〕）となる．まず校区の避難所へ避難す

るが，避難者があまりに多いために，あるいは，神戸市東部ではガスタンクか

らのガス漏れによる退去勧告のために，あるいは，神戸市西部では大火災から

の避難のために，校区を超えた避難移動状況が多くあらわれた．いわば「自然

状態」のなかに「応急社会」としての避難所が立ち上げられていったのである．

第�部では，学校避難所を対象として調査研究がまとめられている．第1章

「避難所の活動の展開」（柴田）では，神戸市中央区のある小学校での定点調査

と避難所本部責任者の業務日誌から，避難所の活動の展開を経時的にとらえた

ものである．避難所の全体的な姿がよくとらえ出されている．第2章「避難所

の運営と責任者」（岡本）は，学校避難所など27か所の調査を行い，責任者の

属性と運営形態について比較考察したものである．16か所の避難所の責任者が

避難者のなかから選ばれているが，内部調整，ボランティアとの関係などにつ

いていえば，責任者が自宅居住被災者や学校教職員の場合にくらべて，困難が

多いと分析されている．第3章「避難所運営を巡る教員，ボランティア，避難

者の関係」（棚山）は，避難者の自治組織が形成されなかった2つの学校避難所

について，一方は小規模収容で教職員あるいはボランティアが運営主体となっ

たもの，他方は大規模収容で行政が直接に対応したもの，を比較考察し，後者

にくらべて前者がスムーズな運営であったことをあきらかにしている．しかし，

逆にその考察のなかから，避難者自身による自治組織の形成の基本的必要性が

主張されている．なお，第1章，第3章では，避難所の展開を時間的に段階づけ

ているが，岩崎ほか（1995），柏原ほか（1998）らも参考にすると，第1章を基

調として，第1期「混乱＝初期活動期」（地震後1週間余り），第2期「秩序形成＝

確立期」（その後の2か月），第3期「長期化対応＝困難期」（第2期以後の6か月）

と整理するのが妥当であると思われる．

第4章「災害対策と避難所，避難者」（日野）は，神戸市が災害救助法を8月20

日に打ち切り，避難所を限定された「待機所」に切り替えていった時期の問題

に焦点を当てながら，災害救助法とそれを運用する行政の側に「避難者」とい
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う概念がなく，神戸市は救援において「指定避難所」の「避難所対象者」を中

核に据えたこと，そして，その周辺の避難者，被災者にたいする対応に人権上

の不充分さがあったことを，事態の経過を追いながら分析している．

第5章「避難所となった学校における教職員」（西田）は，教職員が学校避難

所ではたした役割がいかに大きかったか，また，困難に満ちたものであったか

を考察している．半数の教職員が被災者である（神戸市）という状態のなかで，

避難所運営と学校再開という2つの大きな課題を遂行していった教職員の「使

命感のような気持ち」を多面的に描きながら，学校避難所の矛盾構造，避難者

の自立心の弱さなどもあきらかにしている．

避難所の調査研究については，被災直後の3月に神戸大学社会学研究室によ

って行われた灘区調査がある．岩崎ほか（1995）は，避難所を類型化するに当

たって，被災以前の地域社会（コミュニティ）との連携があるか否か，また，

大規模（複数の避難所の統括体や大人数の学校避難所）か小規模（幼稚園，地域集

会施設，寺社，テント村など）か，によって4分類し，さらに運営のあり方によ

って，施設管理者中心，被災者自治的に2分類している．大槻（1996），谷口

（1996）はそれを学校と地域集会施設について独自に考察している．また，小

林ほか（1996，本書第1巻所収）は，学校避難所，多様な小規模避難所が地域ご

との特殊性を反映しながら，そして，どのような関連性をもちながら成立して

いったかを実証している．

避難所については，地震後3年をへて，建築学の分野から柏原ほか（1998）

が出され，総括的な考察ができるようになった．
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